
／

私
は
昭
和
五
年
四
月
に
日
本
大
学
専
門
部
医
学
科
に
入
学
し
、
六
年
の
春
休
み
に
郷
里
に
帰
省
し
、
あ
る
日
母
校
山
口
県
立
萩
中
学
校
の
構

内
に
あ
っ
た
山
口
県
立
萩
図
書
館
（
明
治
三
十
四
年
二
月
開
館
の
日
本
最
初
の
郡
立
図
書
館
）
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
中
学
校
で
地
歴
を
習
っ
た

香
川
政
一
先
生
が
退
職
後
司
書
に
な
っ
て
居
ら
れ
た
。
先
生
は
私
が
医
学
校
に
入
学
し
た
こ
と
を
喜
ば
れ
、
「
山
口
県
に
は
軍
人
や
政
治
家
の

こ
と
を
書
い
た
も
の
は
多
い
が
、
医
者
の
こ
と
を
書
い
た
も
の
が
な
い
の
で
、
君
は
医
学
史
を
研
究
し
て
み
て
は
ど
う
か
、
永
富
独
嚥
庵
や
賀

屋
恭
安
や
青
木
周
弼
な
ど
の
名
医
が
い
る
。
大
村
益
次
郎
も
小
郡
付
近
の
医
者
の
子
で
あ
る
。
東
京
に
は
『
日
本
医
学
史
』
と
い
う
本
を
書
か

れ
た
富
士
川
勝
と
い
う
先
生
が
居
ら
れ
る
の
で
、
話
を
聞
き
に
行
く
と
良
い
」
と
す
す
め
ら
れ
た
。

香
川
先
生
は
、
私
が
中
学
三
年
の
時
（
大
正
十
五
年
）
私
の
生
地
の
郷
士
史
を
研
究
す
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

私
は
「
何
か
参
考
書
が
あ
り
ま
す
か
」
と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
あ
ま
り
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
こ
れ
を
読
ん
で
拳
た
ら
」
と
言
わ
れ
て
、

『
列
伝
体
防
長
人
物
史
』
と
い
う
小
冊
子
を
貸
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
中
に
数
人
の
名
医
の
略
伝
が
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
東
田
町
の
田

北
信
一
医
師
が
藩
医
の
子
孫
で
、
昔
の
こ
と
が
詳
し
い
と
聞
い
た
の
で
話
を
聞
き
に
行
っ
た
。
そ
の
時
の
話
に
旧
藩
医
栗
山
家
の
資
料
が
多
く

あ
っ
て
整
理
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

新
学
期
に
な
っ
て
上
京
し
、
あ
る
日
紹
介
状
も
持
た
ず
富
士
川
先
生
を
麹
町
区
内
幸
町
二
丁
目
の
東
拓
ビ
ル
四
階
の
中
山
文
化
研
究
所
に
往

訪
し
た
。
当
時
日
大
の
先
生
方
の
中
に
は
学
位
を
持
っ
て
居
ら
れ
な
い
方
が
何
人
も
居
ら
れ
た
の
に
、
富
士
川
先
生
は
、
医
学
博
士
と
文
学
博

医
史
学
と
私

田
中
助
一

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
四
巻
第
四
号

昭
和
六
十
三
年
十
月
三
十
日
発
行
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多
門
氏
は
大
変
喜
ば
れ
、
二
代
烏
田
智
庵
貫
通
の
自
叙
伝
の
原
稿
や
、
い
ろ
い
ろ
な
参
考
資
料
や
古
写
真
等
を
見
せ
て
下
さ
り
、
さ
ら
に
良

岱
の
高
弟
で
、
杉
並
区
西
荻
窪
に
住
ん
で
居
ら
れ
た
有
名
な
陸
軍
軍
医
監
落
合
泰
蔵
氏
に
御
紹
介
下
さ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
私
は
中
学
校
時
代
の
国
漢
作
文
お
よ
び
東
洋
史
の
担
任
の
河
野
通
毅
先
生
か
ら
、
同
じ
く
国
漢
作
文
の
担
任
で
あ
っ
て
郷
土

史
に
精
通
し
て
居
ら
れ
た
安
藤
紀
一
先
生
が
、
日
本
医
史
学
会
理
事
長
で
あ
っ
た
呉
秀
三
博
士
の
要
請
に
よ
っ
て
昭
和
五
年
三
月
発
行
の
『
中

外
医
事
新
報
』
第
二
五
七
号
に
発
表
さ
れ
た
「
栗
山
孝
庵
の
こ
と
」
と
題
す
る
論
文
の
別
冊
を
送
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
萩
藩
医
栗
山
孝

庵
の
解
剖
図
巻
其
他
が
、
大
阪
在
住
の
萩
出
身
実
業
家
井
上
清
介
氏
が
所
蔵
し
て
居
ら
れ
る
こ
と
を
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
長
与
又
郎
博
士
が

御
存
知
ら
し
い
の
で
、
長
与
博
士
に
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
は
博
士
の
弟
子
で
あ
る
大
阪
市
北
浜
四
丁
目
居
住
の
高
村
庄
太
郎
博
士
が
譲

り
受
け
て
居
ら
れ
る
と
の
御
返
事
で
あ
っ
た
。

一
方
、
富
士
川
先
生
に
大
阪
に
あ
る
永
冨
独
哺
庵
の
墓
の
所
在
を
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、
昭
和
七
年
三
月
十
四
日
御
認
の
手
紙
で
、
天
王
寺

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
エ
圭

卒
）
に
御
紹
介
下
さ
っ
た
。

士
と
二
つ
も
持
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
、
堂
を
た
る
方
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
頭
を
丸
刈
り
に
し
眼
鏡
を
か
け
ら
れ
た
朴
調
な
老

人
が
出
て
来
ら
れ
て
、
「
私
が
富
士
川
で
す
」
と
挨
拶
さ
れ
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
、
綴
じ
糸
の
切
れ
て
穀
ハ
ラ
雫
ハ
ラ
に
な
っ
た
『
日
本

医
学
史
』
を
め
く
り
な
が
ら
、
永
富
独
哺
庵
や
賀
屋
恭
安
や
青
木
周
弼
等
の
名
を
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
「
毎
月
こ
こ
で
会
を
し
ま
す
か
ら

都
合
が
良
か
っ
た
ら
お
出
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
毎
月
葉
書
の
通
知
状
が
送
ら
れ
て
来
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
会
員
と
な
り
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
最
初
の
面
会
日
が
不
明
確
で
あ
る
。

昭
和
六
年
の
夏
休
み
に
は
、
私
の
家
が
医
者
で
な
い
の
で
、
少
し
で
も
早
く
医
学
の
雰
囲
気
に
慣
れ
る
た
め
に
萩
町
瓦
町
の
玉
木
病
院
（
内

科
・
外
科
・
産
婦
人
科
、
第
五
高
等
学
校
医
学
部
卒
、
玉
木
亟
輔
院
長
）
を
見
学
し
た
。
父
が
院
長
と
懇
意
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
病
院
の
隣

り
に
あ
る
玉
木
家
の
本
宅
は
旧
藩
医
烏
田
良
岱
・
圭
三
父
子
の
旧
宅
で
あ
り
、
亟
輔
氏
の
養
父
英
三
医
師
が
良
岱
の
弟
子
で
、
旧
宅
を
譲
り
受

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
玉
木
院
長
は
、
東
京
市
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
に
住
ん
で
居
ら
れ
た
圭
三
氏
の
長
男
、
多
門
医
師
（
第
一
高
等
学
校
医
学
部
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上
宮
中
学
校
付
近
の
蔵
鴬
庵
に
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
同
月
十
九
日
夜
東
京
を
出
発
、
二
十
日
九
時
三
十
分
大
阪
駅
に
下
車
、
独

嚥
庵
の
墓
に
参
詣
し
、
次
い
で
高
村
博
士
を
往
訪
し
て
栗
山
家
関
係
の
資
料
を
拝
見
し
た
。

春
休
み
が
終
り
、
四
月
九
日
上
京
の
途
に
つ
き
、
十
日
京
都
駅
に
下
車
し
、
金
閣
寺
、
北
野
神
社
、
嵐
山
等
を
見
て
廻
っ
た
が
、
そ
の
際
北

野
神
社
近
く
の
太
秦
の
二
男
の
家
に
寄
寓
し
て
居
ら
れ
た
安
藤
紀
一
先
生
を
往
訪
し
、
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
た
。

昭
和
八
年
の
春
休
承
の
数
日
、
大
井
町
に
あ
っ
た
産
婦
人
科
城
南
病
院
を
見
学
し
た
。
院
長
林
敏
郎
博
士
は
、
徳
山
中
学
校
か
ら
五
高
・
東

大
を
へ
て
浜
田
病
院
の
副
院
長
を
務
め
ら
れ
た
方
で
あ
っ
て
、
日
大
の
三
年
先
輩
の
角
南
正
郎
氏
が
日
赤
勤
務
の
か
た
わ
ら
宿
直
医
を
し
て
居

ら
れ
た
。
林
博
士
は
私
の
医
学
史
研
究
を
激
励
し
て
下
さ
り
、
「
私
が
徳
山
中
学
校
で
国
漢
を
習
っ
た
富
田
武
一
先
生
（
志
士
白
井
小
介
の
娘

婿
）
が
毛
利
公
爵
家
の
記
録
課
に
勤
め
て
居
ら
れ
る
か
ら
是
非
会
い
に
行
き
た
ま
え
、
そ
し
て
論
文
が
出
来
た
ら
な
る
べ
く
早
く
雑
誌
に
発
表

す
る
が
よ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
富
田
氏
に
面
会
し
、
記
録
課
長
時
山
弥
八
氏
に
御
紹
介
下
さ
っ
た
。

こ
う
し
て
最
初
の
原
稿
「
烏
田
智
庵
と
其
の
医
系
」
は
、
不
備
な
が
ら
昭
和
八
年
九
月
日
本
医
史
学
会
機
関
誌
『
中
外
医
事
新
報
』
第
二

ま
た
同
年
九
・
十
・
十
一
・
十
二
月
発
行
の
日
本
性
病
予
防
協
会
機
関
誌
『
体
性
』
に
「
永
富
独
嚥
庵
伝
補
遺
並
に
小
田
亨
叔
と
敬
業
館
創

建
に
就
て
」
を
の
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
方
は
日
大
皮
層
泌
尿
器
科
の
助
教
授
官
野
英
利
先
生
が
、
東
大
皮
層
科
に
あ
っ
た
事
務
局
に
私
を

連
れ
て
行
っ
て
頼
ん
で
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
別
刷
と
掲
載
誌
を
外
科
教
授
田
代
信
徳
博
士
に
贈
呈
し
た
と
こ
ろ
、
「
学
生
で
専
門
雑
誌
に
出
し
た
こ
と
は
感
心
だ
、
君
は
僕
の

先
生
方
の
話
を
聞
い
て
善
い
こ
と
を
し
て
い
る
」
、
と
お
ほ
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

昭
和
九
年
三
月
日
大
を
卒
業
し
て
日
本
赤
十
字
社
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
に
入
局
し
た
が
、
本
業
の
か
た
わ
ら
医
史
学
の
研
究
は
続
け
た
。

医
局
に
治
療
主
幹
岡
部
剛
二
博
士
所
有
の
『
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
全
書
』
が
置
い
て
あ
っ
た
の
で
見
る
と
、
第
一
巻
第
一
分
冊
の
日
本
耳
鼻

咽
喉
科
史
に
、
日
本
赤
十
字
社
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
は
日
本
最
初
の
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
当
時
病
院
で
は
創
立
五
十

こ
う
し
て
最
初
の
原
稿
「
烏
、

九
九
号
に
の
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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同
年
九
月
の
あ
る
日
だ
っ
た
と
思
う
が
、
世
田
谷
区
代
田
二
丁
目
に
住
ん
で
居
ら
れ
る
郷
土
の
大
先
輩
で
、
防
長
史
に
造
詣
の
深
い
村
田
峯

次
郎
氏
（
有
名
な
村
田
清
風
の
孫
、
著
述
家
）
を
往
訪
し
、
「
来
年
は
萩
に
帰
る
つ
も
り
で
す
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
村
田
氏
は
か
ね
て
熱
望
し

て
居
ら
れ
た
贈
従
四
位
青
木
周
弼
の
伝
記
編
纂
の
こ
と
を
に
わ
か
に
決
意
さ
れ
、
老
年
の
た
め
執
筆
を
私
に
委
嘱
さ
れ
た
。
よ
っ
て
中
村
教
授

の
御
諒
承
を
得
て
、
隔
日
の
午
後
高
輪
の
毛
利
公
爵
家
記
録
課
に
行
っ
て
旧
藩
記
録
を
調
査
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
私
の
防
長
医
学
史
研
究
も

局
し
て
い
た
。

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
専
任
の
文
学
士
を
委
嘱
し
て
初
代
院
長
橋
本
綱
常
博
士
の
伝
記
と
、
病
院
五
十
年
史
の
編
纂
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
事
務
主
幹
に
会
っ
て
病
院
史
の
内
容
を
聞
い
て
象
た
が
、
各
科
の
歴
史
は
書
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
私
は
岡
部
博
士
に
「
耳
鼻

咽
喉
科
だ
け
の
こ
と
を
別
に
書
い
て
承
た
い
」
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
「
是
非
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
申
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
在
院
中
に
は

主
と
し
て
日
本
解
剖
学
史
と
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
史
の
二
本
建
て
で
や
っ
て
い
た
。
そ
し
て
雑
誌
に
の
せ
た
も
の
は
次
の
三
編
で
あ
る
。

「
山
上
兼
輔
伝
」
（
昭
和
十
三
年
三
月
一
日
『
耳
鼻
咽
喉
科
』
第
十
一
巻
第
三
号
）

「
読
書
家
と
し
て
の
橋
本
綱
常
先
生
」
（
昭
和
十
三
年
三
月
一
日
『
チ
バ
時
報
』
第
九
五
号
）

「
日
本
赤
十
字
社
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
略
史
」
（
昭
和
十
三
年
十
二
月
『
内
外
治
療
』
第
十
三
年
十
二
号
）

昭
和
十
三
年
四
月
二
日
第
十
回
日
本
医
学
会
第
一
分
科
会
（
日
本
医
史
学
会
）
が
京
都
の
第
三
高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
た
の
で
、
「
江
戸
時

代
に
於
け
る
解
剖
の
事
蹟
及
び
文
献
に
就
て
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
こ
の
会
で
中
野
操
博
士
は
じ
め
関
西
の
研
究
者
を
知
っ
た
。
そ
れ
か
ら

杏
林
温
故
会
の
機
関
誌
『
医
謹
』
に
も
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
十
二
年
十
月
三
日
よ
り
二
年
間
、
私
は
九
大
名
誉
教
授
久
保
猪
之
吉
博
士
の
主
宰
し
て
居
ら
れ
た
月
刊
『
耳
鼻
咽
喉

科
』
編
集
の
手
伝
い
を
し
て
、
御
夫
妻
よ
り
好
遇
を
受
け
て
い
た
が
、
博
士
は
十
四
年
十
一
月
十
二
日
に
数
え
年
六
十
六
歳
で
逝
去
さ
れ
た
の

で
、
同
月
二
十
五
日
発
行
の
『
医
事
公
論
』
（
第
一
四
二
六
号
）
に
「
久
保
猪
之
吉
先
生
と
医
史
学
」
と
題
す
る
弔
文
を
の
せ
た
。

同
年
七
月
十
一
日
日
本
赤
十
字
社
病
院
を
退
職
し
、
同
月
十
七
日
母
校
日
本
大
学
駿
河
台
病
院
小
児
科
（
主
任
教
授
中
村
政
司
博
士
）
に
入
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お
お
い
に
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
未
知
の
事
項
も
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
多
い
。

十
五
年
三
月
四
日
恒
例
の
日
本
医
史
学
会
総
会
が
神
田
区
万
世
橋
駅
前
の
東
京
府
医
師
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
展
示
場
の
一
画
に
か
ね
て
富

士
川
先
生
の
御
諒
承
を
得
て
青
木
周
弼
・
研
蔵
兄
弟
の
資
料
を
展
示
さ
せ
て
も
ら
っ
た
Ｃ
当
日
は
特
別
講
演
に
東
京
帝
大
教
授
文
学
博
士
宇
野

哲
人
氏
が
道
教
の
話
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
忘
れ
ら
れ
て
定
刻
を
過
ぎ
て
も
来
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
待
っ
て
居
ら
れ
る
方
煮
か

ら
苦
情
が
あ
り
、
困
ら
れ
た
藤
浪
剛
一
先
生
か
ら
私
に
青
木
両
先
生
の
話
を
す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
。
私
は
致
し
方
な
く
無
原
稿
で
三
、
四

十
分
話
し
て
責
任
を
果
し
た
。
宇
野
博
士
は
後
で
来
ら
れ
、
食
事
を
し
な
が
ら
話
さ
れ
た
。

『
青
木
周
弼
』
は
十
五
年
七
月
ま
で
に
脱
稿
し
た
の
で
、
全
部
青
木
周
弼
先
生
顕
彰
会
に
引
き
渡
し
て
私
は
郷
里
に
帰
っ
た
。
八
月
に
富
士

川
先
生
の
校
閲
を
受
け
て
印
刷
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
先
生
が
発
病
さ
れ
た
の
で
原
稿
は
返
さ
れ
、
同
年
十
一
月
六
日
に
御
逝
去
に

な
っ
た
。
行
年
七
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
私
は
同
年
十
二
月
十
日
発
行
の
『
医
諄
』
（
第
七
号
）
に
、
「
富
士
川
先
生
の
急
逝
を
悼
む
」
と
題
す
る

弔
文
を
の
せ
た
。
『
聿
目
木
周
弼
』
は
十
六
年
十
二
月
五
日
同
先
生
顕
彰
会
よ
り
刊
行
せ
ら
れ
た
。
（
五
○
○
部
限
定
）

十
五
年
十
一
月
十
日
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
祝
典
の
佳
日
を
卜
し
て
萩
市
北
古
萩
一
区
の
旧
村
田
医
院
で
開
業
し
た
が
、
間
も
な
く
萩
市
医

師
会
長
和
田
渉
氏
の
来
訪
を
受
け
、
「
萩
市
医
師
会
で
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
事
業
と
し
て
医
師
会
史
の
編
纂
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
担
当
者

の
村
田
清
熊
君
が
逝
去
し
た
の
で
是
非
後
任
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
熱
望
さ
れ
、
つ
い
に
引
き
受
け
て
十
八
年
八
月
二
十
日
に

『
萩
市
医
師
会
略
史
』
を
刊
行
し
た
。

の
う
魏

私
は
先
に
青
木
周
弼
伝
を
編
纂
し
た
時
、
周
弼
の
師
能
美
洞
庵
も
功
績
が
多
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
昭
和
十
六
年
陰
暦
五
月
二
十
九

日
が
七
十
年
忌
に
当
る
の
で
、
十
六
年
六
月
五
日
『
能
美
洞
庵
略
伝
』
を
二
百
部
自
費
出
版
し
、
萩
市
医
師
会
の
決
議
を
経
て
、
山
口
県
知
事

に
贈
位
申
請
方
を
お
願
い
に
行
っ
た
が
、
「
時
期
が
適
当
で
な
い
」
と
い
う
理
由
で
実
現
し
な
か
っ
た
。

中
央
で
は
帝
国
学
士
院
が
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
事
業
と
し
て
『
明
治
前
日
本
科
学
史
』
（
全
三
十
巻
）
の
編
纂
を
は
じ
め
た
。
そ
の
う
ち

の
五
巻
は
医
学
史
に
宛
て
ら
れ
て
居
り
、
長
与
又
郎
博
士
が
委
員
長
に
な
っ
て
居
ら
れ
た
が
、
逝
去
さ
れ
て
稲
田
龍
吉
博
士
が
後
任
と
な
ら
れ
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私
は
十
七
年
六
月
十
三
日
付
の
手
紙
で
、
山
崎
佐
博
士
か
ら
耳
鼻
咽
喉
科
史
の
編
纂
を
す
す
め
ら
れ
た
。
し
か
し
地
方
に
い
て
は
資
料
を
充

分
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
辞
退
し
た
の
で
あ
る
が
、
重
ね
て
熱
心
に
お
す
す
め
下
さ
っ
た
の
で
お
引
き
受
け
し
た
。
こ
の
原
稿
は
出
版

ま
で
長
年
か
か
り
、
三
十
九
年
三
月
二
十
日
刊
行
の
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
た
。

そ
の
前
に
私
は
一
応
長
年
書
い
て
い
た
『
防
長
医
学
史
』
が
ま
と
ま
っ
た
の
を
機
会
に
、
二
十
四
年
九
月
か
ら
二
十
五
年
七
月
ま
で
、
母
校

日
本
大
学
医
学
部
の
研
究
科
に
入
学
し
再
び
勉
強
を
し
た
。
生
理
学
教
室
（
主
任
教
授
内
山
孝
一
博
士
）
に
籍
を
置
い
た
関
係
で
、
内
山
先
生

や
助
手
の
石
原
明
氏
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
教
室
に
あ
っ
た
古
医
書
も
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

『
防
長
医
学
史
』
は
五
百
部
限
定
の
予
約
出
版
と
し
て
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日
に
上
巻
、
二
十
八
年
七
月
三
十
日
に
下
巻
を
刊
行
し
た
が
、

萩
市
医
師
会
（
久
保
常
美
会
長
）
で
は
防
長
医
学
史
刊
行
後
援
会
を
結
成
し
て
出
版
を
容
易
に
し
て
下
さ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
よ
り
二
十
五
年
七
月
ま
で
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
間
、
余
暇
に
三
浦
謹
之
助
（
内
科
、
東
大
名
誉
教
授
）
・
芳
賀
栄
次

郎
（
外
科
、
陸
軍
軍
医
中
将
）
・
平
井
政
遁
（
内
科
、
陸
軍
軍
医
少
将
、
元
日
赤
病
院
長
）
・
菊
池
循
一
（
耳
鼻
科
）
そ
の
他
医
界
の
古
老
を
歴

訪
し
て
、
耳
鼻
咽
喉
科
に
関
す
る
昔
話
を
聞
き
、
二
十
七
年
八
月
二
十
日
発
行
の
『
耳
鼻
咽
喉
科
』
第
一
西
巻
第
八
号
に
、
「
日
本
耳
鼻
咽
喉

科
学
の
草
創
時
代
（
一
）
」
を
発
表
し
、
次
い
で
十
月
二
十
日
発
行
の
第
一
○
号
に
「
（
二
）
」
を
発
表
し
た
。

二
十
八
年
九
月
十
日
山
口
県
医
師
会
（
熊
谷
蔵
之
允
会
長
）
よ
り
表
彰
を
受
け
た
。

三
十
二
年
八
月
十
四
日
山
口
県
立
医
科
大
学
（
松
本
彰
学
長
）
よ
り
医
学
史
の
講
義
を
委
嘱
さ
れ
、
非
常
勤
講
師
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
微
生

物
学
教
室
の
助
教
授
吉
井
善
作
博
士
や
教
務
主
任
の
病
理
学
教
授
細
川
修
治
博
士
の
御
高
配
に
よ
る
も
の
と
思
う
が
、
そ
の
頃
日
本
医
史
学
会

の
役
員
会
で
も
、
医
科
大
学
等
で
医
学
史
の
講
義
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
な
る
べ
く
引
き
受
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
向
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
私
は
一
年
に
四
回
位
で
、
三
年
間
宇
部
市
に
汽
車
で
行
っ
た
。

三
十
四
年
七
月
二
十
七
日
、
萩
市
医
師
会
は
創
立
二
十
五
周
年
記
念
と
し
て
『
萩
市
医
師
会
略
史
』
続
篇
を
刊
行
し
た
。

た
。
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山
口
県
医
師
会
で
は
早
く
か
ら
会
史
編
纂
の
議
は
あ
っ
た
が
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
三
十
五
年
四
月
二
十
四
日
に
会
史
編
纂

を
決
議
し
、
私
を
参
与
に
任
命
さ
れ
た
。
当
時
は
ま
だ
コ
ピ
ー
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
字
の
上
手
な
助
手
一
人
を
付
け
て
も
ら
い
、
三
十
九

年
七
月
一
日
『
山
口
県
医
師
会
史
』
を
刊
行
し
た
。

三
十
七
年
四
月
十
五
日
発
行
の
『
耳
鼻
咽
喉
科
展
望
』
第
五
巻
第
二
号
に
、
「
明
治
前
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
史
脱
稿
ま
で
」
を
発
表
し
た
。

同
年
四
月
一
・
一
十
一
日
発
行
の
『
日
本
医
事
新
報
』
第
一
九
八
二
号
に
、
「
防
長
眼
科
略
史
」
を
発
表
し
た

三
十
八
年
一
月
二
十
日
発
行
の
『
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
会
報
』
第
六
六
巻
第
一
号
に
、
「
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
小
史
」
を
発
表
し
た
。

こ
れ
は
同
学
会
が
創
立
七
十
周
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
私
に
委
嘱
さ
れ
て
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
母
校
の
中
村
四
郎
教
授
の
御
推
薦
に
よ

る
。
そ
の
抜
刷
は
同
年
四
月
三
日
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
第
六
四
回
総
会
で
参
列
者
全
員
に
配
布
さ
れ
た
。

五
十
一
年
十
一
月
六
日
日
本
医
師
会
（
武
見
太
郎
会
長
）
よ
り
最
高
優
功
賞
を
授
け
ら
れ
た
。

五
十
五
年
十
一
月
七
日
山
口
市
民
館
で
日
本
医
師
会
主
催
の
第
二
回
全
国
学
校
保
健
・
学
校
医
大
会
が
開
催
さ
れ
、
武
見
会
長
の
御
指
名

に
よ
り
、
「
明
治
維
新
と
防
長
の
医
家
」
と
題
す
る
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

五
十
六
年
六
月
十
四
日
、
山
口
大
学
医
学
部
で
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
口
県
地
方
部
会
の
第
百
回
例
会
が
開
催
さ
れ
、
「
山
口
県
と
耳
鼻

咽
喉
科
」
と
題
す
る
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

同
年
八
月
十
一
日
発
行
の
『
山
口
県
医
師
会
報
』
第
九
三
七
号
に
、
「
山
口
県
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
師
」
を
発
表
し
た
。

五
十
九
年
十
一
月
十
日
『
山
口
県
医
師
会
史
』
第
二
巻
を
刊
行
し
た
。
こ
の
た
び
は
六
人
の
委
員
の
分
担
執
筆
で
あ
っ
た
。

先
に
刊
行
し
た
第
一
巻
は
部
数
が
一
二
○
○
部
で
全
会
員
の
手
に
渡
っ
て
い
な
い
の
で
、
補
訂
し
て
六
十
年
三
月
二
十
日
に
復
刻
し
た
。

六
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
、
山
口
県
医
師
会
創
立
百
周
年
記
念
と
し
て
『
防
長
医
家
遺
墨
集
』
を
刊
行
し
、
全
会
員
（
一
九
○
○
人
）
に

配
布
し
た
。

私
は
昨
年
八
月
二
十
日
ま
で
約
十
年
間
、
萩
市
南
古
萩
に
残
っ
て
い
る
青
木
周
弼
旧
宅
を
補
修
し
て
住
ん
で
い
た
。
こ
の
家
は
明
治
二
十
五
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年
に
青
木
周
蔵
子
爵
か
ら
安
藤
紀
一
先
生
が
購
入
し
て
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
‐

先
き
に
刊
行
し
た
「
防
長
医
学
史
」
（
上
下
二
巻
）
が
稀
観
本
と
な
っ
た
の
で
、
一
巻
に
ま
と
め
、
誤
植
な
ど
を
訂
正
し
て
、
五
十
九
年
九

月
二
十
日
東
京
の
聚
海
害
林
よ
り
復
刻
せ
ら
れ
た
。

（
日
本
医
史
学
会
評
議
員
）
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